
    
      [image: Cover]
    

  



Stefano Calicchio

フロイトへのシンプルなアプローチ

ジークムント・フロイトの発見と深層心理学の原理をわかりやすく解説したガイドブック








                    
                    
UUID: 5cb8c949-eaf6-49a6-bf1f-ad7e35597e6f

This ebook was created with StreetLib Write

https://writeapp.io








        
            
                
                
                    
                        はじめに
                    

                    
                    
                        
                    

                    
                

                
                
                    
                    

 






  

    

精神分析の基礎となるものは何ですか？この学問の背景には、どのような考え方や発見があったのでしょうか。フロイトは、どのようにして人間の心の働き方の原理を発見することができたのでしょうか。
  



 






  

    

本書は、深層心理学誕生のきっかけとなった発見を、読者にわかりやすく提供したいという思いで作られました。その中で、精神力動説の原理を発見することができるだろう。
  



 






  

    

深層心理学の誕生から、催眠療法に関する最初の臨床的知見、そして人々の生活を規定する無意識の心のメカニズムまで。また、フロイトが個人の中に存在するさまざまな精神的な層を結びつけるために用いた調査方法についても説明されます。
  



 






  

    

心の葛藤を支配する原理、神経症の特徴、そして深層心理学で使われている解決のためのガイドラインを紹介します。最後に、精神疾患の治療におけるサイコダイナミック療法の有効性に関する科学文献の主な知見を凝縮して紹介します。
  



 






  

    

このように、読者はこのテーマをよりよく理解するだけでなく、自分自身と精神生活を支配する基本的な前提条件を問う発見の旅に出ることができる。これらのことは、シンプルな方法で、わかりやすい概念の伝達という文脈の中で行われます。
  



 







  

  最後に、この発見と学びの旅の締めくくりとして、巻末に
2

  
つの実用的なリソースが紹介されています。
1

  

  つ目は、本文で紹介されたすべての主要な概念をキーポイントでまとめたものである。
2

  

  つ目は、アセスメントテストによる行動喚起と理解度の確認です。
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深層心理学はジークムント・フロイトと密接に関係しているが、哲学思想の分野でもいくつかの先駆者がいた。深層心理学の概念は、カール・ユングの同僚であったスイスの精神科医オイゲン・ブルーレーによって公式に紹介された。フロイトは、
1913

  

  年以降、意識的な心理的プロセスに焦点を当てた学説との区別をつけるために、この言葉を使うことにした。



 






  

    

ダイナミック心理学は、人間の心理システムの深い構造を研究し、記述するものである。これは、各人の中に存在する、互いに対照的な力の集合を意味する。このコントラストはまた、多かれ少なかれ安定したバランスを求め続けることを生み、内なる解決によって成熟していくのです。
  



 






  

    

ダイナミック心理学は、こうしたプロセスに的確に介入し、さまざまな心理的な力が現実への不適応を引き起こすときに作用する。このように、いわゆるリアリティチェックを回復させ、心理的な健康を取り戻す可能性を提供することが目的です。
  



 







  

 
古代では、この作業は宗教や哲学に任されることが多かった。ヒーラーは宗教と結びついた人物で、治癒を可能にするために高次の力を呼び起こすものであった。ギリシャ神話によると、アスクレピオスは女神アテナから、自分の血液をゴルゴンのメデューサの血液に変えるという贈り物をされたという。
  




 






  

    

それ以来、左の血管から流れる血は毒であり、右の血管から流れる血はどんな病気でも治す力を持っていた。これはゼウスの怒りに触れ、墓の向こうからの死者の流入が少なくなっているのを見て、ゼウスは彼に雷を落とすことを決めた。このように、古来より「傷を負った治療者だけが人を癒すことができる」と言われてきました。
  



 







  
メスマー（
1974

  

 
）は、動物磁気の理論を通じて、最初の儀式的治癒の形をとった。メスマーは、動物磁気という目に見えない物理的な液体によって治癒を行い、人間と宇宙の調和を取り戻すことを可能にしているとしたのである。心の病は、この体液の欠乏によって規定されるのである。
  




 






  

    

ブレイドはこの方法を研究し、催眠術に関連した初期の実験を使って深化させていった。この練習を通して、メスメルの洞察を生理学的な鍵に応用する試みがなされた。
  



 







  

  しかし、催眠術に関する実験が安定的に行われるようになったのは、
19

  

 
世紀後半になってからである。特にフランス、ナンシーの学校で行われた。ここで、リエボーとベルンハイムは、この種の実験を計画的に進めていった。



 






  

    

彼らは、催眠術の実践の中で、患者の要求に応じて症状を発現させることができることに気づいた。その数年後、パリに神経学者シャルコーの手による催眠術の第二派が設立された。後者はヒステリーを患う被験者を対象としたものである。器質的な損傷はないものの、身体的な症状が現れている人たちです。
  



 






  

    

シャルコーは、催眠が症状に影響を与えること、また、肉体的な病気がなくても、その人の精神状態によって症状が誘発されることを初めて明らかにした。これらの前提から、ジークムント・フロイトの無意識に関する仮説と、その内部運動を説明することを目的とした諸理論が生まれたのである。
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はっきり見えないという不可能の中で、少なくとも暗闇の中でははっきり見える』。
  


S.

  
フロイト



 







  

  ここまで、深層心理学の発展において、催眠の実践が基本的な役割を果たしたことを見てきた。
1885

  

  年、フロイトは奨学生としてパリに滞在し、サルペトリエールに通うことになった。この時、シャルコーに会い、催眠術の方法を学んだ。
  




 






  

    

このコースで彼は暗示的催眠法を学び、後に無意識の深い内容に到達するためにこれを応用した。実際、臨床催眠によって、初めて心霊の道筋に到達することが可能になるのです。そうすることで、ヒステリー性疾患に介入し、その症状を沈静化させることが可能になるのです。
  



 







  

 
この事実は、精神分析学の発展のみならず、それまで模擬患者であると考えられていたヒステリー患者の治療においても、基本的な一歩を踏み出すことになった。
  




 






  

    

しかし、その次の年には、催眠法の最初の限界も見えてきた。このような治療モデルを通じて、人々は時に医師に依存するようになった。さらに、すべての患者が催眠術に同じように反応するわけではなく、治療介入後に症状が再発することもしばしばあった。そして、これらの暗示の仕組みは、症状には作用するが、病気の原因には作用しないことを発見したのである。
  



 






  

    

フロイト自身の言葉を出発点として、真に効果的な治療法の開発を可能にするためには、さらにもう一歩踏み込む必要があった。この段階は、いわゆるカタルシス・メソッドによって達成された。
  



 







  
カタルシスという言葉は、
1895

  

 
年にシグムンド・フリュイドとジョセフ・ブロイヤーが「ヒステリーの研究」の中で初めて使った言葉で、古代ギリシャのカタルシス（
καθάρσις

  
、浄化）に由来しています。



 






  

    

それは、ヒステリー症状が現れたときの状況をさかのぼって調べ、その症状が現れた最初の状況を特定することである。こうして、病気をなくすことができるようになったのです。
  



 







  
アンナ・
O

  

  （本名ベルタ・パッペンハイム）の有名なケースをきっかけに、二人の学者は歴史上初の心理療法を開発したのです。この女性は
20

  

 
歳の患者さんで、父親の死をきっかけにさまざまな障害が現れるようになりました。目を細める、目が見えない、手足が動かないなどです。



 







  
フロイトとブロイヤーは、アンナ・
O

  

 
のヒステリー症状の根底には、自分の意識の中に保持するにはあまりに辛いために抑圧されていたトラウマがあることに気づくことができた。その結果、この女性の神経症の原因となったのである。



 






  

    

しかし、意識部分から外傷を取り除いたからといって、その除去ができるわけではありません。トラウマの記憶は無意識に固定され、その苦しみは身体症状として現れる傾向がある。
  



 






  

    

フロイトは、観念の自由連想によって、女性をトラウマから完全に解放することが可能であることを発見したのです。こうして彼は、催眠術に代わって、最初の精神分析的手法を確立したのである。また、トーキングキュアー、つまり精神をブロックしているトラウマから解放することを目的とした治療法の最初のケースでもあった。
  



 






  

    

自由な発想と結びついたカタルシスメソッドは、「アブリアクション」と呼ばれる現象によってその効果を発揮します。これは、治療効果が、トラウマと結びついた抑圧された感情の除去に基づくものだからです。確かに、この除去行為こそが症状発現の根源である。この方法は、トラウマを本人の意識に戻すことで、それにまつわる激しい感情を排出し、癒しを促進するという利点があります。
  


                    
                

                
            



OEBPS/images/cover.jpg
BUOBZORE%
1RTYvY













